
多様化するメタデータの共通基盤へ

走り出したメタデータ流通ガイドライン
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国立国会図書館 電子情報部 電子情報サービス課

メタデータ流通ガイドライン
https://iss.ndl.go.jp/information/guideline



メタデータ流通ガイドラインとは…

メタデータ流通を支える
コミュニケーションツール
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多様化するメタデータ



多様化の諸相
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多様化する

ニーズ・目的

情報
サービス

流通 技術

様々な
選択肢

様々な
メタデータ

対応



多様化の変遷
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2012年 2023年

メタデータ

連携方法

資料種別

連携形式

約1.3億件

API約50DB：手動約40DB

紙約6,000万件
デジタル約900万件

約7,000万件

DC-NDL、RSS、TSV他

オープンデータ ―

DC-NDL、TSV、JPCOAR他
連携数の多いフォーマットを上位から表示

約60DB

API約20DB：手動約30DB

紙約8,000万件
デジタル約2,000万件

デジタルの内訳：当館デジタル化資料約80万件、
インターネット資料約9万件

デジタルの内訳：当館デジコレ約270万件、
電子書籍・電子雑誌約100万件



2023/6/21 JOSS2023 6

拡大していくメタデータ流通

図書館
システム

JPCOARスキーマ...
DOI登録

分野別
リポジトリ

助成機関
共有

システム

リポジトリ

RDM
システム

メタデータ
共通項目...

機関
リポジト
リ

JPCOARスキーマ,
DCMIメタデータ語彙...

助成機関
公開

システム

デジタル
アーカイブ

研究データ

共同研究
機関の

リポジトリ

リポジトリ

論文

図書館
システム

CATP, MARC21...

JPCOAR
スキーマ...

メタデータ
共通項目...

デジタル
アーカイブ

図書/雑誌

EJ/eBook 学協会
サイト リポジトリ

KBART...
ERDB-JP

NACSIS-
CAT/ILL

IRDB

JaLC DataCite

医中誌
Web

WSD

CiNii

ジャパン
サーチ

NDL
サーチ

NDL
デジタルコ
レクション

WSD WSD

CORE OpenAIR
E

JPCOAR
スキーマ
→DC-

NDL(RDF)

GRANTS
メタデータ
共通項目...

メタデータ共通項目...
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多様化する

ニーズ・目的

情報
サービス

流通 技術

様々な
選択肢

様々な
メタデータ

対応

メタデータ流通ガイドラインが役立つ！

ガイドライン策定の目的

豊かな
リソースを
最大限
有効活用
するには？



set

ガイドライン作成の意味 ～これまでの動き～



共通の基盤

• メタデータのアグリゲータを担うNII・JST・NDL
によるメタデータWGの立ち上げ

• メタデータ流通ガイドラインの公開
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1つの機関だけが担う「基盤」から

複数機関が協同する「共通基盤」へ



「ガイドライン」であることの意味

厳格なルール決めではなく
ゆるやかな標準化としての「ガイドライン」
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様々な規則や実績を
広く「今」の流通に活かすための

選択肢を提示できる

柔軟な運用



柔軟な運用を可能にする体制
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○NDL
総務部企画課

○JST
情報基盤事業部
研究成果情報グループ

○NII
学術基盤推進部
学術コンテンツ課

メタデータWG

デジタルアーカイブの
メタデータ流通 サービス連携の将来像研究データ

NDL：電子情報サービス課等

JPCOARコンテンツ流通促進作業部会

これからの学術情報システム構築検討委員会

NII：学術コンテンツ課

メタデータの
オープンライセンス化

NDL：電子情報サービス課等

JST：情報基盤事業部
研究成果連携グループ

JPCOARコンテンツ流通促進作業部会

これからの学術情報システム構築検討委員会

NII：学術コンテンツ課

NDL：電子情報サービス課等

NII：オープンサイエンス基盤研究センター、
学術コンテンツ課

JST：情報基盤事業部研究成果連携グループ NDL：電子情報サービス課等

NII：学術コンテンツ課

JST：研究成果連携グループ

アグリゲータでのデータクレン
ジング（正規化等）の情報共有
とガイドラインへの反映なども ガイドライン検討から独立した課題。

抄録のライセンスなども含め情報共
有から着手

ガイドラインの資料種別編への反映

CiNii Researchリリー
ス以降の新しい連携
に向けた取組

個別の資料種別の検討

協力：国文学研究資料館

対象スキーマへの検討結果へ
の反映（改訂）



「共通基盤」＝「ガイドライン」の強み
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拡大する流通経路

メタデータ
の必要項目

求められる
ニーズ

様々な
コミュニティ既存のルール、方針

共通基盤ガイドライン

様々な選択肢や変化を柔軟に取り込むことで
個別のメリットを実現可能

ただし！
人手が介在→提供の最適化

が不可欠！！

多様化する技術



活用イメージ
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 様々なコミュニティ :公共図書館？学術機関？専門図書館？

 求められるニーズ :より早く効率的な連携・利用のためには？

 メタデータの必要項目 :デジタルアーカイブに必要な項目は？

 既存のルール :NCRへの準拠、様々なスキーマ、何を選択すれば？？

共通基盤ガイドライン
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！ 様々なコミュニティ : 各コミュニティに応じた流通経路を整理

！ 求められるニーズ : 複数の流通経路を用意し選択肢を可視化

！ メタデータの必要項目 : 流通のメリットをふまえた推奨度の設定

！ 既存のルール : スキーマ間の互換性を整備

共通基盤ガイドライン
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例えば、デジタルアーカイブの場合

https://iss.ndl.go.jp/information/guideline_attached/#3



推奨度の設定・互換性の整備
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流通のポイントを案内
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スキーマに依らない、
メタデータ流通にお
ける考慮点などを記
載。

既存の基準やガイド
ラインなどにそって
案内していくことも
意識。



ガイドライン活用の先に
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図書

デジタル化資料 アクセシブルな資料

雑誌/新聞

記事

論文

巻号

研究データ

レファレンスデータ

古典籍 古典籍

デジタル化資料

個別の資料群に応じた
ガイドラインの整備

・様々な資料へのアクセス可能性の拡大
・データ作成の最適化

関連情報としての紐づけ

デジタル化資料

DOI

原資料のID

ISBN

著者ID

著者ID

著作ID
ISSN

著者ID

DOI

DOI

DOI DOI

原資料のID 著者ID

ISSN

原資料のID 原資料のID 研究者ID

サムネイル

読み、件名

サムネイル サムネイル

著者ID

著作ID



Ready

個別ガイドラインの整備



ガイドラインの「走り出し」
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JPCOARスキーマ改訂 「研究データ編」公開 「古典籍編」公開

https://iss.ndl.go.jp/information/guideline_researchdata/ https://iss.ndl.go.jp/information/guideline_classic/https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/news/2022-12-21



更なる拡充に向けて
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デジタルアーカイブの
メタデータ流通 サービス連携の将来像研究データ

NDL：電子情報サービス課等

JPCOARコンテンツ流通促進作業部会

これからの学術情報システム構築検討委員会

NII：学術コンテンツ課

メタデータの
オープンライセンス化

NDL：電子情報サービス課等

JST：情報基盤事業部
研究成果連携グループ

JPCOARコンテンツ流通促進作業部会

これからの学術情報システム構築検討委員会

NII：学術コンテンツ課

NDL：電子情報サービス課等

NII：オープンサイエンス基盤研究センター、
学術コンテンツ課

JST：情報基盤事業部研究成果連携グループ NDL：電子情報サービス課等

NII：学術コンテンツ課

JST：研究成果連携グループ

WG立
ち上げ

協力：国文学研究資料館

ガイドライン
（共通編）
公開

JPCOARスキーマ改訂

「研究データ編」公開

「古典籍編」公開

様々な課題を
設定し検討

↓
ガイドライン
へ反映



Go！
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